
平成16年（2004）～平成22年（2010）中日新聞

平成18年11月29日（水）北勢版
「神戸高定時制生徒会病院に福祉機器贈る」

鈴鹿「急患のお礼に」

■
　
鈴
鹿
市
神
戸
の
神
戸
高
校

盲
時
制
生
徒
会
は
二
十
七
日

■
夜
、
同
市
安
塚
町
の
鈴
鹿
申

請
摘
琵
醐
軋
は
に

一
週
㌘
制
に
は
八
十
九

一
人
が
在
籍
し
、
約
八
割
の
生

■
徒
が
働
き
な
が
ら
学
ん
で
い

る
。
十
五
、
十
六
の
両
日
に

文
化
祭
を
開
き
、
「
病
院
に

福
祉
機
器
を
贈
ろ
う
」
と
募

金
を
呼
び
掛
け
た
。
募
金
と

生
徒
会
の
寄
付
で
約
二
万
円

が
集
ま
り
、
夜
間
、
学
校
で

け
が
を
し
た
場
合
に
世
話
に

な
っ
て
い
る
お
礼
に
と
、
同

病
院
に
福
祉
機
器
を
贈
っ

た
。

生
徒
会
長
の
垣
内
大
さ
ん

（
二
．
色
は
「
総
合
的
な
学
習
で

目
や
耳
の
不
自
由
な
人
か
ら

話
を
聞
い
た
。
何
か
お
役
に

立
て
れ
ば
と
、
手
押
し
車
な

ど
を
病
院
で
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
」
と
話
し
た
。

（
野
呂
真
聡
）



平成20年4月　26日（水）三重版
「神戸高定時制　外国人が3分の1」

県
立
高
校
の
定
時
制
で
学
ぶ
外
国
人
の
若
者
が
、

急
増
し
て
い
る
。
仕
事
を
求
め
て
南
米
や
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
県
内
に
や
っ
て
き
た
人
々
の
定
住
が
進
み
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
の

「
学
び
の
場
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
定
時
制
の

生
徒
の
三
分
の
一
が
外
国
人
と
い
う
神
戸
高
校
（
鈴

鹿
市
）
を
の
ぞ
い
た
。

（
大
島
康
介
）

神戸高定時制外国人か3分の1

「
先
生
、
キ
カ
イ
（
機

械
）
っ
て
何
の
こ
と
？
」

日
が
暮
れ
た
午
後
六
時
半
ご

ろ
。
国
語
の
授
業
中
、
ブ
ラ
ジ

ル
人
の
二
年
生
前
田
リ
ウ
チ
君

（
一
七
）
が
教
師
に
尋
ね
た
。
中
学

二
年
で
来
日
し
て
三
年
が
た

つ
。
日
本
語
の
日
常
会
話
は
ほ

と
ん
ど
問
題
な
い
が
、
ま
だ
知

ら
な
い
基
本
単
語
が
出
て
く

る
。神

戸
高
の
定
時
制
に
在
籍
す

る
生
徒
は
一
年
か
ら
四
年
ま
で

計
百
七
人
い
る
。
こ
の
う
ち
三

十
六
人
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル

ー
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
の
外
国

人
。
三
年
前
の
九
人
か
ら
四
倍

に
増
え
、
県
内
で
最
も
多
く
な

った。全
日
制
の
入
試
は
難
し
い

も仲間、急増日本語習得に遅れ
が
、
定
貝
割
れ
が
続
く
定
時
制
雑
談
を
続
け
て
い
る
場
面
も
見

な
ら
受
験
者
は
ほ
ぼ
全
員
が
合

格
。
外
国
人
生
徒
ら
の
多
く

が
、
昼
間
は
工
場
な
ど
で
働
き

な
が
ら
通
う
。

他
の
仲
間
た
ち
と
同
様
、
母

国
語
で
学
科
試
験
が
受
け
ら
れ

る
外
国
人
特
別
選
考
で
入
学
し

た
前
田
君
は
「
日
本
語
を
覚
え

て
卒
業
後
も
日
本
で
働
き
た

い
」
と
夢
を
描
く
。
岡
本
ア
レ

ッ
ク
ス
君
（
言
）
の
よ
う
に
「
電

子
工
学
を
勉
強
し
た
い
」
と
大

学
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
も
い

る
。増

え
続
け
る
こ
う
し
た
生
徒

た
ち
の
課
題
は
「
も
っ
ぱ
ら
言

葉
の
面
」
と
竹
内
均
教
頭
。
学

校
で
も
仲
間
が
多
い
た
め
に
母

国
語
を
話
す
こ
と
が
多
く
な

り
、
日
本
語
習
得
が
遅
く
な
っ

て
い
る
。
授
業
中
、
母
国
語
で

掛
け
た
。

同
校
は
日
本
語
の
支
援
が
必

要
な
生
徒
を
分
け
て
、
教
科
担

任
と
そ
れ
を
通
訳
す
る
講
師
の

二
人
の
先
生
を
配
置
し
た
特
別

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
通
訳
の

講
師
は
昨
年
度
ま
で
は
ス
ペ
イ

ン
語
の
一
人
だ
っ
た
が
、
こ
の

四
月
か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
向
け

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
講
師
も
加

わ
っ
た
。
特
別
授
業
で
教
科
を

担
当
す
る
非
常
勤
講
師
も
三
人

か
ら
六
人
に
増
や
し
た
。
・

し
か
し
、
竹
内
教
頭
は
「
や

っ
と
間
に
合
っ
て
い
る
状
況
。

も
っ
と
多
様
な
言
葉
や
文
化
の

生
徒
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な

る
の
か
」
と
不
安
は
隠
せ
ず

「
小
中
学
校
や
地
域
で
の
日
本

語
学
習
を
も
っ
と
機
能
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。



平成20年3月15日（水）三重版
「夜間定時制を統合へ」

夜
間
定
時
制
を
統
合
へ

神
戸
と

亀
山
高

県
議
会
は
十
四
日
、
総
務

生
活
、
県
土
整
備
企
業
、
教

育
警
察
の
各
常
任
委
員
会
を

開
い
た
。
県
立
高
校
の
再
編

計
画
で
、
神
戸
高
（
鈴
鹿
市
）

u
年
度
、
飯
野
高
に
新
設

と
亀
山
高
（
亀
山
市
）
の
夜
間

定
時
制
の
生
徒
募
集
を
二
〇

一
〇
年
度
で
打
ち
切
り
、
代

わ
り
に
飯
野
高
（
鈴
鹿
市
）

に
二
年
度
、
夜
間
定
時
制

を
新
設
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。
県
教
育
委
員
会
が

教
育
警
察
妻
で
示
し
た
。

県
教
委
教
再
改
革
室
に
よ

る
と
、
鈴
鹿
・
亀
山
地
域
で

夜
間
定
時
制
が
あ
る
の
ほ
神

戸
高
と
亀
山
高
だ
け
。
神
戸

高
の
入
学
者
数
は
三
十
人
前

後
で
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
亀

山
高
は
〇
四
年
度
の
二
十
一

人
か
ら
〇
七
年
度
に
は
十
一

人
へ
と
ほ
ぼ
半
減
し
た
。

両
校
と
も
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

外
国
人
の
生
徒
が
増
え
、
在

籍
生
徒
の
二
割
以
上
を
占
め

る
ま
で
に
。
統
合
に
よ
る
効

率
化
と
と
も
に
、
外
国
人
生

徒
た
ち
の
支
援
体
制
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
し
て

両
校
の
間
に
あ
る
飯
野
高
に

二
つ
の
定
時
制
を
統
合
す
る

形
で
の
新
設
を
決
め
た
。

神
戸
と
亀
山
の
両
定
時
制

に
在
籍
中
Ⅵ
生
徒
は
、
二

年
度
以
降
も
卒
業
ま
で
現
在

の
高
校
で
授
業
を
受
け
ら
れ

る
。
飯
野
高
で
は
二
つ
の
定

時
制
の
入
学
者
数
を
合
わ
せ

た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
一
学
年
四

十
人
を
受
け
入
れ
る
予
定
。

飯
野
高
は
神
戸
高
か
ら
は

約
三
㌔
だ
が
、
亀
山
高
と
は

約
十
㌔
離
れ
て
い
る
。
こ
の

日
の
委
員
会
で
は
、
亀
山
市

か
ら
通
学
す
る
生
徒
に
支
援

を
求
め
る
意
見
が
県
議
か
ら

出
た
。
県
教
委
の
担
当
者
は

「
地
域
の
方
々
か
ら
も
意
見

を
聴
い
て
、
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
　
　
（
大
島
庸
介
）


